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楽しむ､生活プリンセス。
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GINZASTYLE

それは､装い､マイント‘‘､生き方のすべてに流れるエレガンスです。

"90'sGINZASTYLE"は、

21世紀へのプレリュート"にふさわしく、

マに未来へはばたきます。－楽しむ､生活プリンセスーをテ

MITSU<OSHI
鰯 銀座

〒104東京都中央区銀座4-6-16

TEL/03-562-1111(大代表●月曜定休
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'90COLDENWEEI(SERIES

takaa-QCup
ミドルポー|､の祭典，第2回関東

ミドルポート選手権，今年は㈱タカ

キューの支援を受けて，主催者側の

期待をはるかに超えた参力陥4艇が相

模湾でG-WEEKのメイストーム

にチャレンジしました。

は，レース時間を適切にコーディオ、

イトすべきと思います。
コース獄旨後でこれだけのDNF

落ちている。捨てレースと決め，明

日ガンバロウと気合いを入れたが，

5日の4，5レースは荒天で中止と

なり，3レースの結果何とか優勝を

手にいれた。スタッフの皆さんご苦

労様て緩した。

一

がある事に疑問を持っている方は大

勢いると思います。

第3レース:S10～12%IOR2

度のゼオ､リコて強風の中，約1時間

も待機，約1分出遅れてスタート，

チューニンク琴が悪く上り角度が5°位’ ’|OR優勝UFO復活

UFO・スキッパー尾田英明

日本海を低気圧が縦断している

中，今回のシリーズが開催され，当

然雨と南の強風が予想された。しか

し初日は全くその兆候は見られな

かった。

第1レース:N2～3%15｡アウ

ター有利なスタートライン,W→E

ほんの少しの潮があった。

当然スピードをつけアウターから

飛出し西に20.風が振れ1タックで、

上マークヘアフ。ローチ，ツパマロス

やラハイナを振切りそのまま逃げ込
ノ十ダ

/~しノーo

第2レース:W2～3%ラインは

イーブンで0.5ノット程度の向潮。

ジブをサギングさせ，艇速をかせぎ

乗り切った。上マークを回る頃から

風は落ちはじめ，タイムリミットが

気にかかる｡またもやｺｰｽ短縮

何かとギリギリでフィニッシュする

が，リベラと我艇以外は,DNFで、

得点差が大きく開いた。レース運営

AFRODITAlr.田辺光男

私達アフロデイターjrは，艇名の

通り昨年のワールド出場メンバーの

半数以上を後進に道を譲り，新人の

レベルアップ。を目的に入替を行い，

約2年後に目標をたて，4月より練

習を開始しました。またこれを期に

フアーからYOK32Sに代船を行い

トレーニングは2，3mという状況

の中でミドルポート選手権を迎える

ことになりました。

コーチとしてクルーと顔なじみの

YK香港のジョンブリンガーズを招

き，レースを楽しみにしていました。

レース中はジョンよりポジションー
ヨ。
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難とに的確なアドバイスを受け，終始

笑いの絶えない楽しい雰囲気の中で

楽しみました。

今回のシリーズは，私達jrにとっ

て有意義な練習であったことは勿

論，思ってもみなかった優勝という

一宇を手にしたことが大きな収穫

でした。
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オーナーは帰りの夜行寝台の車中，

ひとりで祝杯をあげたことでしょう。

|ORベス|トアマ

インデペンデンスV平松隆

私達のチームは会社の同僚を中心

とした猛烈サラリーマンと学生で構

成されたアマ集団で，練習をしたこ

とがほとんど無く，いつも本番とい

う不真面目なチームです。

レースに際しては『強力な助っ人

にお願いする』という誘惑と戦いつ

つ，オリジナル・クルーでレースを

楽しむことをポリシーとして活動し

ています。

今回もゴールデンウイークという

家庭サービスに重要な位置を占める

時期にレースが行われたため，会社

の新人社員を無理矢理乗せたりして

クルーを揃えるのに苦労しました。

そして並いる強豪のみなさんのなか

て穣総合4位，最大の目標にしていた

ベストアマをとれて大変満足をして

います。

CRベストアマ

リブラスキッパー植村貞道

レースに参加したく，シーポニア

に艇を陸路はるばる秋田より持ち込

んだのが昨年のことです。

当初はSTC・鳥羽レース出場に

目標を定め，艇のチューニング（未

だに殆どノーマル）クルーの確保を

行い，急速ミドルポート選手権のC

Rクラスに参加することになりまし

た。ウインドジャマーとフライング

テインカーベルの混成チームが出来

坐りました。
レースでは先行艇IORの位置を

参考に，丁寧に風を拾い，いつのま

にかIORの中程を走っていました

特に第二レースは最終マークを回り

UFOの追随を退けてのフィニッ

シュは最高の喜びでした。

表彰式での『ベストアマチュア賞

秋田から参加のリブラ』の心地よい

コールはクルー一同の心に残り，
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第ﾉ旧オレンジカッブZﾉース
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第2レース，上マークにアプローチする大型艇。“TOGO

X';"DONKYV';"CHACHA"と続く
鐸:識

マリンリソ守一卜淡路島を代表する

スポーツイベントであるオレンー
カッフ｡レースは，今年もサントピア

マリーナをベースにして，5月3～

5日のゴールデンウイークに開催さ

れた。期間中はあいにくの天候で，

雨にはたたられたが，ウインド・コ

ンディションは微風から中風まて？バ

ラエティに富み，関西を中心に西日

本を代表するレーサーが54艇も参加

し，白熱したレース展開となった。

初日，オリンピックコースの第1

レースは微風。大型艇が修正でも

1～4位を占め，最近の大型艇の微

風て雨の走りのよさが目についた。

"SWING"はこのレース，リ

コール(PMS)でやや出遅れた。

続く第2レースは蝿軋の中，やは
第4レースのスタート・シーン。故谷川晴彦氏の“寅丸”が本部船を務めた
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り大型艇の走りのよさは変らず，上

位をキープ°する。この日，ハーフト

ン勢も必死の走りを見せるが，修正

ではシングル後半と一歩届かず。

2日目の第3レース，従来の沼島

回航コースは今年より変更され，関

西新空港コースとなり，大阪湾内の

インショア・レースとなった（友ヶ

島水道の潮充沼島のプﾗﾝｹｯﾄ

等，トリッキーで先の読めないレー

ス展開が予想され，賛否両論がうず

まいたのではあったが…)。

しかし，この新コースでの始めて

のレースは，朝から20％という強風

へレースとなった。途中回航点付近

は風が弱く，各艇一息ついたもの

の，フィニッシュ付近では再び風が

強まる。"TOGOV"がデイス

マストしたほかは，各艇トラブルも

なく無事終了し，ハーフトンが2，

3位に入る健闘を見せた。

3日目の第4レースは安定した中

風の中，修正では大型，小型が入り

乱れるシビアーなレースとなった。

4レースを通じ，風が比較的安定

していたためもあってか，やはり大

型艇有利といえ，その中でも第4

レースこそスコアを崩したが，得点

係数の高い第3レースで1位となっ

た"DONKYV''が初優勝した。

2位には安定して上位を走った"C

へACHA'',3位にはハーフトン
の"SERVE''という結果となった。

なお，オレンジカッフ。レースの生

みの親育ての親であり，第1回よ

り昨年までレース委員長を務められ

た故谷川晴彦氏の生前の意志を引き

継ぎ，今年より谷川晴彦杯が設けら

れることになった。これは「全レー

ス完走すること」，「船令は古くとも

よく整備され，レースに熱意をもっ

てチャレンジしていること」等，ど

ちらかといえば新艇以外でトラブル

なく努力した艇を基準に，レース委

員会により選考される。第一回目の

受賞艇は，“白鯨1II"に決定した。

（成績10P)

患
優賞した@･DONKYV'も端正なセーリング・フォームを見せる＃

小型艇のトップとして3位にくい込んだ@@SERVE"(第2レースよしﾉ)t

今年より設けられた谷川晴彦杯は"白鯨Ⅲ"へ｡#

第3レースは20mたを越える風力歌いた
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駿河湾支部春のﾌﾘｰﾄ対抗ﾚｰｽ
駿河湾支部90年春のフリート対抗

レースが本年も5月3日～4日に開

催された。本年はNORC浜名湖フ

リート結成もあり，浜名湖より2艇

が参加，艇数として沼津も合せて13

艇となった。

3日第1レース，北風微風l～2

％，オリンピックコース，くもり，

スタートは10除第一レースとあっ

てみんな気が入っていたと見え，ゼ

オ､ラルリコール。2回目はジャスト

スター|､。微風で潮流がある中，

“プリマ"(NM68),"ダンデラ

イオン"(TK39)がよく滑ってい

る。最終マークを回るころになると

風が落ち，一時はまったくの無風に

なる。‘‘タ，ンデライオン”は残った

ブローを拾いフィニッシュしたがす

ぐ後にいた“アンフィートリーテ”

(J29),&バーゴ"(YR30)は止

まってしまった。その後風は南西に

振れ“ベルム"(X－渚)"一寸法

師"(YR34)が走り出す。“バー

ゴ”はこれら2艇に抜かれ順位を下

げた。修正で､は1位“ウインターレ

ディー"(TK23),2位‘‘アン

フィートリーテ”，3位“ダンデラ

イオン”。

3H第2レース，南西の風4～5

rn,オリンピックコース,<もり，

スタートは1時。南西の風が4～5

Xに上る。第一マークは本船の陰に

なり見えないがコミッテイーから18

L

叩l
l1L

b

0°の指示が出る。第1マーク，

“う。リマ”，“タ､ンデライオン”，

“アンフィート”の順で第二マーク

へ向う。雛域の4着争いは最終マー

ク，“乙天馬”，“バーゴ”“ベ

ルム”の順で､マークにアブ。ローチ，

“バーゴ”のスターンを“ベルム”

が中に入りかわすが，その差は僅差。

“パーゴ”がフィニッシュ直前，

“乙天馬”にスターポードを掛けら

れマークの外にはじき出されてしま

い，“乙天馬”はすかさずタックを

返す。バーゴとの差は1艇身もな

かった。

このレース上位艇を見ているとI

ORレーサーと,IMS艇が混戦と

なっている。

結局，“ウインターレディー了”が

着順13位ながら修正1位2位“ダ

ンデライオン'’’3位“バーゴ”。

4日第3レース，南西の風2～8

％，雨，ショートオフシヨア。4日

のレースは海洋文化祭との混合レー

スとなり艇数も28艇とふえた。10

時，微風の中パーゴがいいスタート

を切る。速い艇はスタートもよく

“ダンデライオン”，“アンフィー

ト”，“ベルム”が続く。上マーク

まで潮が強い。上マーク，“う。リ
ーマ”，“ダンデ”，“乙天馬”の順

～

で回り，スピンを展開，観覧船が‐

ているので失敗はできない。全艇ス

ピンを上げ由比の下マークまでの半

分ほどいった所で風速が上がってく

る。“アンフィート”，“乙天

馬”，“バーゴ”の後に“ベル

このレースはヨットオブザイヤー選考のレースの｜つ。サントリー(株)よりこ提供のビールでパーティーも盛り上った
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ム”“マンポー"(J29)。上位艇

はあまり差がない。7～8％と強く

なった南西の風に乗って後綿挺の中

から“一寸法師”，“ウインターレ

ディー”が抜け出し先行艇に迫る。

“ウインターレディー”のスピード

が速い。下マークは，“プリマ”，

“タ守ンデライオン”，“アンフィー

ト”と回り“乙天馬”，“バーゴ”

と続く。“マンポー”は先行艇を見

てジブ交換。その最中をついて“ベ

ルム”が下マークてﾞ“マンポー”を

かわす。フィニッシュまでは上りの

コース。“アンフィー|､”，“乙天

へ,,"（､ーゴ""‘ベルム"

“マンポー”，“一寸法師”でダッ

キングマッチ。“アンフイート”上

り角度が悪く順位を落す。‘‘乙天

馬”はオーバーキャンバスでジブ交

換を行うが，その後すばらしい速さ

て鹸抜け出す。“バーゴ”がスター

ポードて､“ベルム”とミート，“ベ

ルム”が下受けでタック，“マン

ポー”を押えるため“ベルム”は再

びタックを返したが，このタックで

“バーゴ”を抜き，そのままフィ

ニッシュラインへ。“ベルム”

“バーゴ”“マンポー”，“一寸

i却而，，と50秒の間に4艇が入る。修

正では1位“ダンデライオン”2位

“バーゴ”3位“ベルム”。“ダン
ヘ
ライオン”と“バーゴ”は修正1

秒差の難戦となった。

第3レースは得点係数が高く，第

3レースの結果がそのまま総合1

位，2位，3位となった。第1,第

2レースで1位をキープ。していた

“ウインターレディー”は第3レー

スは着順12位と落ち，総合でも6位

にとどまった。総合1位“ダンデラ

イオン”’2位“バーゴ”’3位

“ベルム”・チーム総合には“ダン

デライオン”，“アンフィートリー

テ”組が輝いた。今回のレースは

ヨットオフヂイヤー選考レースとな

りサントリー㈱様よりビールの差し

入れなどもあり，雨の中，表彰パー

ティも盛り上がった。3，4日と．

チーム別成績表
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3艇の場合は3分の2として計算
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○
３
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ミッティをやってくださった渡辺さ

ん，浜名湖より遠征してきてくれた

“バーゴ”，“ジンジャン”さんご

くろうさまて．した。

記小沢達司

お詫びと訂正

5月号R24新艇紹介欄，真中の
●

段7行目，「現在の神輿にした…」
●

は「神興にした……」の誤りでし

た。関係者各位にご迷惑をかけた

ことをお詫びし,訂正いたします。
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'90第16回オレンジカッブレース成績表
総合成績第4レース係数

90.05.051.200

第3レース係数

90．05．041．500

塊2し－ス係数

05．031．00

第1レース係数

05．031．〔)0
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対島・釜山・グアム姉妹島

親善ヨットレース
大会委員長末松明(玄海支部長）

釜山の影島，グアム島と姉妹島関

係にある対馬（長崎県）を舞台に，

3ヶ国親善レースが行われた。韓国

からは韓国外洋帆走協会(K.OR.A)

の趙萬石氏をリーダーに15名が"シ

ーワイフ”，“オリピア”(共にDOU

33)に乗り込み釜山から回航しての

参加。グアムからはマリアナスョッ

トクラブ(M.Y.C)のジョージ．ジ

ョンソン氏をリーダーに7名が玄海

支部会員艇"VANGUARD''

(VDO-36)と“玄烏"(FC12)

をチャーターして参加した。地元か

らは対馬セーリングクラブの“き

たたき"(DOU-34)が，福岡から

は13艇が済洲島レースを振り切って

参加した。私は自艇"VANGU

ARD''にジョンソン氏のクルーと

して乗り,M.Y.C.チームの腕前を

拝見させてもらった。以下は"VA

NGUARD"から見たレース報告

である。

＊5月3日

午前10時の艇長会議の後，スター

ト海面である浅海湾の竹敷（海上自

衛隊基地）へ3時間かけて回航する

東の風12m,天気一雨，霧で視界が

悪い。対馬の西側は波がないと思う

が夜間が思いやられる。M.Y.C.メン

バーは真冬並みの格好で､いるが，あ

まりのコンディションの悪さにビッ

クリした様子。きっとグアムのトロ

ピカルウインドを思い出しているの

だろう。

午後6時40分スタート。上手の方

にいいブローがあり小型艇がグンクﾞ

ン出て行く。我々のまわりには大型

艇ばかりが取り残されている。最悪

のスタートになった。観覧艇からの

ヤジが聞こえてきそうだ。湾外に出

ると北の風10m,ウオ､リがあるが

ン勢をなかなか引き離せなかった

が，帰りのレグて､は吹き降ろしのブ

ローをうまくつかみ，着順4着，修

正2位でゴール出来た。

K0.R.Aの2艇は，今まで､の『ア

リランレース』のようなただ親善の

為だけの参加ではなく，勝つ為に詮
征してきた姿勢が伺えた。その結シ，

が第1レースの“シーワイフ”修正

3位，“オリンピア”4位という健

闘ぶりに表れたと思う。来年の『ア

リランレース」が楽しみになってき

た。

日本艇では当然といえば当然だが

第1レースでブッチギリの走I)を見

せて完全優勝した“飛梅”，そして

第1レースて諌の涙のリタイアにもめ

げず，第2レースで見事倒勝を果た

思ったよりひどくはなさそうだ。

ジョージの命令て､スピンをあげる。

初めて乗った船なのにジョージの

ティラーさばきは素H青らしいの一語

に尽きる。「イヨー1グアムの若

大将！」。スピンジヤイブを5～6

回繰り返して対馬南端をかわす。逆

潮とブランケにつかま')，イルワ，

イルヮ10艇ほどが目前にかたまって

いる。ここ力訓宛のみせどころ，年増

なれど相性のいい愛艇にムチ打って

なんとか前に出た。前方に灯は何も

見えない。ゴールまて､､後2時間趣

“飛梅"(TAK-49)はどのあたり

にと思っているといきなり「“飛

梅”ゴール」の無線が入ってきた。

一同ガックリ。しかし，外人さんの

精神力は凄い。あるかなしかの風を

拾い，潮に戻されながらやっとの思

いでゴールした。結局，着順2着，

修正2位で第1レースを終了した。

＊5月5日

昨日までの雨続き力嘘のような晴

天。“玄烏”がマストトラブルの

為，急遼M.Y.Cチャレンジチーム全

員が"VANGUARD"に乗り込

む事になった。総員11名，チョット

重い°スタートから折り返し地点ま

て､､の往きのレグをジョージが，マー

クl111航からフイニッシュまでの帰り

のレグをやはりMY.Cのデイブ・

モランがティラーを引くことにした。

デイプは“玄烏”のスキッパーとし

て活躍するはずだったのだが，不運

にも実力を発揮するチャンスに恵ま

れず，わずか1時間半のレグに全力

を注いだ。

午前11時スタート。一昨日ほどの

風はない。軽風のコンディションに

加え，重量オーバーの為ｶｷ挺速が悪

い。往きのスピンランではハーフト

コースレイアウト図

‐
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した“ステラ"(TAK-32)の走り

が光っていた。

●

二宮会長，西山禅寺の田中和尚を

始めとする対馬セーリングクラブの

皆さんのお蔭で，私達はレースに専

念することが出来ました。バースの

手配からなにからなにまで運営ご苦

労様でした。又いつもパーティ会場

で料理を運んだり，ビールのお世話

等をして下さるセーリングクラブメ

ンバーの奥様方も本当にご苦労様で

した。来年の第10回『アリランレー

ス』もよろしくお願いします。

へ最後にM.Y.C,とK.0.RA.から早

速お礼の手紙が届きましたので紹介

させて戴きます。（到着順です）

た“玄烏”（玄海・ク守アム混成）の

グアムクルー達を第2レースでは自

艇“バンガード”に全員乗せて，重

たくなった艇にむち打って微風の難

しさと，強い潮の流れに頭を痛めな

がら走らせた事等今思うと本当に

楽しい思い出力択山出来ました。

ご協力戴きました皆様にどうぞよ

ろしくお伝え下さい。本当に有難う
≠･箕､I，土’十つ
も－ごvふしノーo

ルーに対して与えられたご親切とご

好意に対し，心よりお礼申し上げま

す。

今、のレースを通じて，韓・[l及

びグアムのヨットマンとの友好増進

が大いに深められ喜びに耐えません

来年は，「第10回アリランレース』

が控えておりますので，今まで以上

の皆様が参加下さいまして，成功裏

に成し遂げることにより一層のヨッ

トマンの交流が図られることを願っ

ております。

末松支部長をはじめ,N.O.R.C,玄

海支部の会員各位の変わらぬご健勝

ご多幸をお祈り致します。
－－
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N.O.R.C.玄海支部会員の皆様へ

M,Y.C.チャレンジチーム代表

“バンガード”スキッパー

GeorgeL・Johnson

前略

5月3日から行われました対馬・

釜山・グアム姉妹島親善ヨットレー

スでは，大変お世話になりました。

3つの姉妹島を集めてのこのイベ

ントは，私達グアム・マリアナス

ヨットクラブ(MY.C.)メンバー

と，釜山・対馬セーリングクラブと

の友好を広げるのに大きな成果をも

へらし，又，福岡の玄海支部と
MY.Cとの友好関係は，昨年の

『オークランドー福岡ヤマハカッ

フ1に続いて，益々深いチームとし

て行動がて、きた事を喜んでおります。

対馬の町村会・会長様をはじめ，

政府関係の方々が，対馬セーリング

クラブのメンバーと，そして玄海支

部の人々と見事なチームワークでこ

のイベントを進め，きめこまかく動

きまわっている姿は，私達のグアム

ではみられない美しいもので，ただ

ただ感動するばかりでした。

皆様の暖かい心は，日頃なれない

第1レースの寒い低気圧をも吹き飛

ばし，強いレーサーとしてレースに

集中できた事，そしてマスト破損し

NO.R.C.玄海支部会員の皆様へ

韓国チャレンジ・チーム団長

“シーワイフ”オーナースキッパー

趙萬石

拝啓

この度対馬にて開催されました対

馬・釜山・グアム姉妹島親善ヨット

レースヘの参加につきましては，貴

支部の皆様はじめ，関係各位のご協

力とご支援のおかげをもちまして多

大の収穫を得て無事終えることがで

きました。レース期間中に参加艇ク

ノド

Ｔ
Ｉ

一
、
Ｆ
岬
や

ｐ
己

》
｜
睡
州
憲
一

、
》
硴
豆
Ｓ

ゞ
撫
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壁
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９
１
』
ず

》
鷺
繍
貌
蕊
螺
零
蒟

一
霊
細
通

RACE
＝

､

写真上：‘‘シーワイフ”チーム、写真下：“オ
リンピア”チーム（いずれも韓国）

対馬・釜山・グアム姉妹島親善ヨットレース成績表
（1990年5月3日～4日，5日）

第1レース1990年5月3日～4日,18:40スタート，風速10%,距離50M
（浅海湾スタート～対馬南反時計回り～厳原港ロフイニツシユ）
第2レース1990年5月5日,11:00スタート，風速5%,距離20M
（厳原港ロスタート～マーク反時計回り～厳原港ロフイニツシユ）

震種｜鴇!ﾚー息|鴇2ﾚー&|給合順位名艇

①
②
③
④
⑤
⑥
７
８
９
ｍ
ｕ
廻
過
一
二
二
ゞ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｃ

５
②
９
廻
皿
週
７
③
ｕ
８
６
ｍ
４
①
Ｘ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

１
１

９
６
０
３
０
１
９
４
０
２
４
４
１
２
３
０
６
２

４
４
Ｑ
》
ｑ
）
ｎ
ｏ
ｎ
ｄ
ｑ
〕
、
畠
ｒ
へ
ｄ
ｎ
ｏ
ｕ
Ｑ
Ｊ
ｎ
４
（
。
ｑ
〕
句
。
、
色
吋
ｌ

ｔ

ａ

Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
邸
Ｋ
即
ｒ
Ｐ
昨
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｈ

Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
龍
Ａ
鰍
ａ
Ｓ
Ｓ
狐
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
Ｖ
Ｄ
洲
Ｔ
躯
Ｆ
Ｅ
Ｆ
蛇
Ｄ
Ｖ
Ｔ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
Ｆ

飛梅
バソガード（玄海・グアム混成）
キャピティーヌ
オリンピア（釜山）
ゴサマーアルバトロス

クリップ

G＆B

ﾘベルテニキスプレス
カヲコルム

ピクニック
ミラージニ

きたたき（対馬）

クリップ

G＆B

リベルテ

カヲコルム

ピクニック
ミラージニ

きたたき（
麻理絵
ステラ

シーワイブ

レディK
ブルーコス

玄鳥（玄海

'イブ（釜山）
K
‐コスモ

(玄海・グアム混成）

※総合順位は修正時間合計で決定
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第1間回理事会議事録 社団法人日本外洋帆走協会

1．日時

平成2年5月1211出13:00～16:00

2．場所

東京都港区虎ノFII1-15-16

船舶振興ビル10F会議室

3．出席者

理事30名中川,席27名委任状12名

<出席＞

大儀見薫，清水栄太郎，並木茂士，朝河清，今岡又

彦，児玉萬平，古川保夫，宮坂敬三．安岡信一，川端

治夫，秋山福夫，松木哲,1l旧1束吾，岩[11行史，東江

正喜

理事以外出席

横山晃（監事)，漉辺修治（監事）

近藤禎之（会報小委）

〈委任状＞

石原'膜太郎，秋lll博ll:,久保l1男，石井IIﾖ行，林賢之

輔,11l崎達光,lbfill昌矩長芥川富延，都築勝利，三

井祥功，平岡英信末松明

4．議題

(1)JYRUの新設に関する間越

(2)その他

5．議事

13：00大儀見副会焚の司会によ')開会，事務局小111職

員より，出席理事は27名である旨の報告があり，本理

事会の成立を確認，大儀見副会長が議長となり，議事

録署名人に古川，児玉両理事を指名し，議事に入った。

議題(1)JYRUの新設に関する問題

討議にさきだち，清水専務理事より3月14日，4月

1111のNORCとJYAの協議会の要旨説明があった。

JYAは次のような主旨の発言力:あった。

1)従来の立場より思い切って踏み込んだ形でJYA,

NORCともに現組織を解体させることを前提に全

く新しいヨットのナショナルオーソリティとしての

組織を共同して造る。

2)新しい組織は文部省と運輸省の共同主管の型をとる

こと力ざ望ましぃ。

3)文部省は過去にこの形をとることについては同意し

ており，現状でも原則的に問題はない。但し，国体

などのからみもあるので県連の組織は残さざるを得

ないのではないか。（体協とのからみではJOC力：

分離したので国体だけが残った)。

4)本年11月末までを目標にして新組織を発足させる。

NORCとしては

1)従来の方針はできるだけ早い時期に新しいJYRU

をNORCとJYAの両組織が主体となって構成す

るIYRUに対する正式なナショナルオーソリテイ

として早急に発足させる。JYAは文部省の体育行

政にかかわる部分とか,NORCは運輸省の船舶，

海上安全等にかかわる部分などでIYRUの管轄に

なじまないものもあるので，共通の部分をベースに

限定した新組織を新たに造り既存の組織は残すとい

うものである。

2)両組織の歴史，構成などの違いもあるので全面的な

一本化は現実に難しいのではないかなどの指摘力㎡行

われ,できるだけ早い時期に一体を目指すことをL
提に

①一体化をする上での各論での障害がなんであるか

を特定する。

②一体化を推進するためそれぞれ組織として対応す

る（小委会を設置する，文部省，運輸省の意向を

打診するなど)。

③その上で本年11)1を目標に作業を進める体制を造

ることなどが合意された。

また，運輸省の意|f'lについてはヨット界自身の合意が

前提であるなどの報告がなされた。

各理事からは

・両組織の一本化は前向きに進めるべきだが,NOR

CとJYAのそれぞれの成立の経緯と組織のありﾉﾉ

からいって完全な一本化は難しいのではないか。

・外国のナショナルオーソリティはどうなっているの

か，「その国の全てのヨットを代表する」という基

本条件から見れば，現状ではJYAはナショナリ崖
オーソリティとしては失格ではないか。

･JYAの事業は国体とオリンピックが二本柱であ

｜ﾉ，また「財団」としての性格上，これをJYRU

に一本化するのは難しいのではないか。

等の意見が出され，結論としては

l)ヨットレースにかかわる共通部分を既存のそれぞれ

の組織から外して．これを一本化（統合）すること

が現実的である。

2)その上で，この第一ステップが成果をあげ実績を積

み重ねて行く中で次のステ､ソフ。に進むべきである。

3)JYRUはしたがって「レーシングユニオン」とし

ての性格を中心にIYRR,審判，選手の登録（付

則のlのカテゴリー3），クラスポリシーの問題な

どを中心にまとめるという方針とすべきである。

4)JYRUに社会的（公的）機関としての拘束力を持

たせるには会社法人ということも検討してはどうか。

JYAとNORCが主要株主となり，ヨ､ソトレース



にかかわる他の組織も株主として参加する道を残せ

Ijr,Inl会社の定款に基づく連営が法的にも裏付けさ

れる等多くの利点があるのではないかと指摘された。

5)また，大儀見議長より,JYRUの設立にむけてN

ORC内にJYRU特別委員会の設置が提案され，

現在のJYAとの協議会への出席メンバー大儀見，

清水，石井，平松各氏をI|-!心に若干名を加えること

で構成することが了承された。

議題(2)その他①新入会員承認の件

大儀見議長より，89年11)11日より90年4H30日ま

での新入会員が，特別会員33名正会員173名準会員20

名，合計226名あった旨の説明力ざあり（総会員数4054

名），入会は承認された。

②90年ケンウッドカップについて

へ大儀見議長より90年ケンウッドカップナショナル

チーム編成についての経過説明ｶざあった。日本チーム

はブルー，グリーン，イエローの3チームで外国チー

ムからの参加は12，3艇力ざ予定されている。

③94年環太平洋レースについて

大儀見議長より，関西|到際空港の|州港を記念した94

年環太平洋レースについて説明があった。スタートは

ロスアンジェルス，ブリスベーン，上海，釜山，ナホ

トカの5地点でフィニ､ソシュは大阪である。大阪府よ

l)レースの主催依頼があl),理事会として承認された。

また今後実行委員会が従来のこの種のレースの場合と
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同様設置されることになると説明，了承された。

D沖縄レース中止の報告

宮坂|帆走委員長より90年沖縄レース中止の経緯につ

いて大要次のような報告があった。

今l'11はエントリー4艇のうち3艇が出走を中止し，

"NACHI"l艇のみが沖縄入りした。レースは不

成立となった。関係41団体には報告済みである。2年

後は沖縄復帰20周年にあたり沖縄県,NORC沖縄支

部としては存続に強い熱意を持っている。是非とも

レースは存続してゆきたい。

また，この他に大儀見議長よリアメリカズカップの

現況報告力ざあり，二､ソポンチャレンジシンジケートと

の間に相互の協力関係を明確にするため覚書きを作成

する作業が集められていること，及び当協会のアメリ

カズカップ担当としての国際委員長の位置づけをlﾘl確

にして対応して行くことが必要であるとの説明カゴあ

り，了承された。またIYRU関連の動きについての

報告，今岡理事より船舶職員法の規則緩Ⅱに併う大型

艇の免許，見張貝等の問題についての報告があった。

以上で議事を終了し,16:00第113回理事会を終了し

た。

上記議事録に誤りのないことを証明し記名押印する

平成2年5H1211議長大儀兇薫④

署名人古川保夫④

署名人児玉萬平④

扁月号記事内容の変更 安全委員会

先月号で,ORC特別記定の変更点の解説をしましたのアドバイスて､､1×19の5mmに変更された艇もあるかと

が，その後ORCのチーフメジャラーより訂正の通達が思いますが，今IIIIの訂正の通達が突然のもので，やむを

来ました。得なかった事情を良くご理解いただきたいと思います。

~.62.1LOA28ft以上の艇のライフラインの最小また，無用の混乱を避けるため，このライフラインの変

直径の5mmを4mmに訂正。更に対するルールの適用は本年10月以降とします。鳥羽

今後ライフラインを変更される艇は1×19の4mm以上レースは従来通りのライフライン(7×7,4mm径のも

の径のものをご使用ください。また既に安全検査員からのが多いと思われます）で可とします。

ジヤパンカツプオフショアシリーズ1990委員会からのお知らせ
実行委員長並木茂士日本で行われる最高峰のヨットレースとしての「ジャパ

本年度ジャパンカッフ。における広告表示については，ンカップ。」のプロク零ラムが,NORC会員のすみずみま

実行委員会において検討を加えてきましたが，諸ケースで行き届くことになります。ところが，毎年のことです

を勘案した結果，従来どおりのカテゴリーAとします。が各艇の紹介記事う。ロフィールカ締切を過ぎても集ま

また，スキッパー・クルーの参加資格についても，実らず，編集担当者を苦しめています。今年は編集スケ

行委員会て検討した結果，参加選手について制限を設けジュールに遅れる艇については紹介記事がないまま，フ。

ない，「オープン」と決定しました。ロク、ラムを作成する予定で､す。従って，参加予定の艇は

●公式プログラムについて早めに，各艇のプロフィール，カラー写真を提出できる

毎年発行していますジヤパンカッフ｡公式プロク守ラムよう準備をお願いします。具体的な日時，方法について

は，オフショア特別号として発行します。これにより，は次号で発表します。
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●参加艇には事前登録が必要て．す。

参加艇数の確認およびプログラム参加艇紹介などの為，

次の期IIまでに事Iij登録を行って下さい

締切H時:1990年71j20日㈹18:30

事前登録料:¥10,000円

登録方法：所定の事前登録用紙に必要事項を記入の上，

プログラムに掲載する艇，オーナーのカラー

写真，う.ロフィール等を添えて提出して下さ

い。事前登録順に良い泊地に決定します。

｢第50回海の記念日｣．
運輸省では，本年も7月2011（｢海の記念II｣)から|両1

月31日までの間，次の実施要領に基づき「海の記念II」

及び「海の旬間」を実施することになりましたので．お

知らせいたします。

｢第50回海の記念日」･｢海の旬間｣実施要領

平成2年3月28日運輸省

我が|玉lは，四面を海に囲まれ，古来，産業，生活，文

化等の各分野に亘って海と深くかかわっており，最近に

おいては，海洋レジャー，海洋環境保全等海洋に対する

関心と期待が高まっている。このような海との深いかか

わりをl'j認識するとともに，我が国の将来の発展にとっ

て，海の積極的かつ多面的な利Ⅱlと開発を進めること，

海洋環境の保全，海上安全の確保を図ること等力く必要不

可欠であることについて，｜玉眠各1曽の関心と理解を深め

るため,7H20FIが「海の記念II」として制定されてい

る。

この「海の記念||」は，本年第50回の記念すべき節LI

を迎えるので，‐卜記により「第50回海の記念日」及び

「海の1'j間」(71120日～7)13111:以下，「旬間」と言

う。）の期間を!|!心に，地方公共団体や海事関係諸団体

等の協力を得て，！|!央及び地ﾉﾉに亘り各種行事を展開

し，海洋・海事思想の一層の普及を図')，もって海洋国

家日本の発展に資する。

このため，中央においては「海の旬間推進委員会」を

設置し，総合的な実施計画を作成するとともに，地方に

おいては各地方運輸局を中心とする「海の旬間実行委員

会」を設置し，各地域毎の実施計1曲を作成して，その実

施に当たるものとする。

記

(1)記念式典

全|封において「第50回海の記念日」記念式典を開催

し，特に東京においては，「第50回海の記念日」・「第

511!l海の祭典」記念式典及び祝賀会を実施する。

(2)海の祭典

主要港湾都市持ち回りで昭和61年から開催してお

り，本年開催都市は東京都とし,(1)の記念式典及び祝

賀会のほか，マリンカーニバル，ボート・サウンド・

フェスティバル，光のパレード，ボートﾉレネッサンス
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「

登録・問い合わせ：〒105束京都港区虎ノ門1-15-16

（船舶振興ビル）社団法人日本外洋

帆走協会(NO.R.C)TblO3-5

04-1911FAXO3-504-1914

●レース運営スタッフ募集中1

シリーズ期間を通してレース運営お手伝いできる方は本

部まで御一報下さい｡交通費,宿泊費,食費オフィ

シャルスタッフウエアーを支給。う。ログラム，実施要項

に氏名を掲載します。

海の旬間｣について
21．フォーラム等を実施する。

(3)海の記念日ロゴ・シンボルマークの作成，使用

海をイメージして作成したロゴ・シンボルマーク

を，「海の記念日」「旬間」に係る行事の表示・掲示,へ
広告・印刷物等に使用する。

(4)海の歌の募集・作成

第50回海の記念日を記念し，国民的愛唱歌を募集・

作成し，各地イベント等を通して普及を図る。

(5)広告入り葉書の発行

「海の記念I｣」の広告入り葉書を地方運輸局所在地

等において発行する。

(6)第50回海の記念日地方特別イベント

地方運輸局等の地方支分部局が!|‘心となり，地方公

共団体，海事団体等と協力し，ホエールウォッチング

アドベンチャー，マリンスポーヅ体験の集い等市民

参加型のイベントを開催する。

(7)海や水辺をきれいにするキャンペーン

海をきれいにするための一般協力者の表彰制度を創

設するとともに，港内，海浜等の清掃，マリーナ周辺

の美化連動及び広報活動を行う。

(8)「外航海運の現況」等の発表
へ

「外航海運の現況」等を発表する。

(9)海上・街頭におけるデモンストレーション等

海上パレード，街頭パレード等のデモンストレー

ションを実施する。

(10）海洋性レクリエーション関係イベント

ヨットやモーターボートの試乗会，ボート天国，

モーターボート・ラリー，ヨットレース等のマ'ノンス

ポーツ競技会及び安全講習会を実施し，海洋性レクリ

エーションの振興を図る。

(11)客船旅行関係イベント

外航客船による洋上ゼミナール，海外体験航海等を

実施する。

(12)｢'90ミスマル・レイナ（海のう°リンセス）」によ

る広報活動

キャンペーンガールのテレビ，週刊誌，各種行事等

への出演による広報活動を実施する。

(1］講演会等

海に関する講演会，展覧会，映画会，図画・写真．



ンクール等を実施する。

(14)船舶及び研究施設等の一般公開，体験乗船

練習帆船，巡視船等の船舶及び研究施設等の一般公

開，体験乗船を1丁う。

(15)海の相談室，海図展等

海の相談室，お天気フェア等の開設，海lxl等の展

示，配布を行う。

（10訪船指導，無料健康相談等

海洋汚染防止，海難防止のための訪船等による指

導，船員等を対象とした無料健康相談等を行う。

（11汽笛の一斉吹鳴

7月20H(｢海の記念日｣）正午を期して汽笛の一斉

吹鳴を行う。

(13周知活動

テレビ，ラジオ，雑誌等による広報，「海の記念日」

へ及び「旬間」をモチーフにしたポスター，字幕等の作
成・掲示，広報資料，各種配布物の作成・配布を行う。

(19その他

地域の特殊性を考慮して「第50回海の記念1l」及び

「旬間」の趣旨に沿った各種行事を実施する。

17

海の旬間推進委員会構成員
迩輸省

海上保安庁

気象庁

伽沿岸レジャー安全センター

海上災害防止センター

船員災害防止協会

(Mｳ全日本池貝福祉センター（新規加入）

㈹li本海員腋済会

鋤'1本海事科学振興財団

01＃||本海事広報協会

｜|本海事財団

㈹||本海難防止協会

㈹||本海洋少年団連盟

㈹||本外洋|帆走協会

MI1本気象協会（新規加入）

㈹11本港湾協会

I1本小型船舶検査機構

㈹1I本舟艇工業会

㈱11本水路協会

㈹II本船主協会

MII本船舶振興会

㈹l1本造船工業会

Ⅱ本内航海連組合総連合会

㈹11本マリーナ・ビーチ協会

㈱II本モーターボート協会

㈹ll本旅客船協会
財ブルーシー・アンド・グリーンランド財団
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199O三洋証券･ﾆｯボﾝｶｯブ国内予選代表選抜大会プレ･ﾆｯポﾝｶｯブ

イン浜名湖実施要綱のお知らせﾁｰﾑには.後1｣,正式エントリー
主催及び主管:1990二､ソポンカップ国|嫌ヨットマッチフォームを実行委員会より送付する。各

レース国内予選代表選抜大会実ｲr委員会チームより返送されたエントリーフォー

共催：社団法人ll本外洋帆走協会(NORC)ム記載内容が適性と判断されたチーム

財団法人11本ヨット協会(JYA)に‘正式な参加資格を与える。

葉l1lマリーナヨットクラブ(HMYC)参加料:1チーム¥30,000

競技運営：ヤマハ発動機㈱東京マリン企伽室開催1l程:9H1411,1511,16日（予備FI)

開催場所：静岡県湖西市ヤマハマリーナ浜名湖競技艇及び乗員:YAMAHA-2311,1チーム4名（ス

雲川規則:1989-92国際ヨット競技規則キッパー1名とクルー3名｡但しエン
帆走指示書トリーは6名迄可）

参加申し込み先：〒104束京都II!央区築地1-4-8競技方法：

ホワイトビル6021U目／抽選により予め組み合わせされたブロック別

ニッポンカップ国際ヨットマッチレーフリートレースを行い各ブロックの上位3チー

ス事務局FAXO3-5565-4740ム，計12チームを選抜する。

申し込み受付期間:1990年8月201｣(月)から25日(土)迄2日目/12チームによるトーナメント方式マッチレー

申し込み方法：次の事項を記載してFAXにて送ることス（組合せは抽選による）を実施し,6チーム

チーム名／活動水域／代表者氏名／を選抜する。

住所/1bl&FAX(自宅及び勤務先）詳糸lllについては参加申し込み先へ郵送又はFAXにてお

申し込み条件：先着40チーム迄受付ける。受理された問い合わせ下さい。

トーヨコカップジャパンーグアムヨットレース'90のお知らせ

メインスポンサーにトーヨコグルーフ･が決定しました。

コース：油壺－グアム1330マイル

スタート:1990年12月28日㈹12:00

表彰式・パーティ:1991年1月61_1

主催：（社)日本外洋帆走協会実行委員長朝河清

19:00～21:00知事公舎

ホストクラブ：油壺ベイヨットクラブ

マリアナスヨットクラブ

詳細問合せはNORC相馬まで
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SURF'90今年の夏は,E

｢三浦フイッシヤ■■■■■■■■マンズワーフ｣でダイナミックに／
三浦市地域振興本部柳井晋

水族館」（タッチブール)があり，気●IIWi6･ヨット写真展(7/9～15)

軽に魚たちとヒレ握手？が出米ます。●講演堀江謙一「海とヨットを語

その先方右手には「イベントスる」（8／4）

テージ｣があり,様々なイベントが毎●マーメイド号の展示(8/1～31)

H行なわれ,ステージが楽しめます。●ラジコン天国ヨット体験コーナー

鳥羽パールレース及び裕次郎メモ(8/18～19)

リアルヨツトレースの表彰も予定さ●烏羽パールレース（7／27～29）

れてし､ます°●ファミリークルージング（8／1

そして，会場の先端には本格的ロ2，親と子城ケ島一周体験乗船）

グハウスと海に迫り出したポート●海のまつり（7／28～29）へ

デッキがあり，ビールとシーフード●ヨツ|､のイルミオ､－ションパレー

料理がリラックスした気分で1床わド（8／15）と係留(7/1～8/

え，ヨットレースのパーティにも利31）

用が出米ます。●メリットカッフ。ワールドョット

また，海て、はイケスを利用したマツチレース（8／22～25）

「海上釣堀」があり手軽に釣I)の醍●裕次郎メモリアルヨットレース

醐味を味わってください。（8／26）

なお，ここでは新たに「海の交通●ジヤパンカッフ・オフショアシリー

システム」として，彌｝<会場を50分ズ'90(10/5～14)

て結ぶ「サーブ・マリンライナー」その他，相衡湾の海を利用するイ

城ケ島への謬袖G「サーブ・マリンベントも数多くあります。ぜひ，今

シヤ|､ル｣，そして横浜港や葉11_1マ年の夏はサーブ'90三浦会場て､､お楽

リーナ等へは豪華クルーザー「サーしみください。また，マリンレ

フ・マリンシヤトル」が就航します。ジャーと海，漁業に対するご提案等

最後にヨット関係のイベントもNがございましたら，お寄せください。

ORCの協力を得て次のとおり盛りお待ちしております。

沢山で､す。ご協力に感謝いたします。へ

「人と海との共生」をテーマに，

SURF'90(SgamiwanUrbanResort

Festivalilll990,｢相漠宵海の総合イ

ベント｣)が4月291-1の溺尺会場オー

プニングを皮切りに開幕しました。

このサーブ'90は相模湾の海と沿

岸地域の持つ特|生と優れた環境を-'一

分に生かし，21世紀に向けて人と海

とのかかわり方や可能|生，相漠弩に

ふさわしいライフスタイルを様々な

イベントを通して提案し，将来に向

けての「しくみ」をつくりだすきっ

かけて緩す。

サーブ'9()は，三浦会場，藤沢会

場，平塚会場小田原会場の四会場

が主要会場て､､す。

三浦会場のテーマは「新しい
うみざよう

海業」て､す。「海の資源，海の資源

をいかに利用していくか｣，ウォー

ターフロントの整備を中心とした海

の多角的利用，海の総業産業，これ

を「海業」と呼び，提案をしていき

ます。

そこて､三浦会場は，サーブ'90の

'''心イベントとして7月1日より9

月2Hまでの64｢I間にわたり，「三

油フィッシャマンズワーフ」が三崎

新港侍設会場に設けられ展開します。

そのフィッシャマンズをご紹介い

たします。会場イメージ図をご覧く

ださい。

先ずケートをくぐって右に「三浦

ストリート｣。ここではマリンク・シ

ズ，地元の特産品，まぐろ料理，地

元漁師のおかみさんによる魚料理な

どがズラリと店をならべます。

その隣は「三浦海業館」で，海の

歴史，漁業の様皇f-,漁法やマリンレ

ジャーなどが紹介され，｢|j民ギャラ

リーて譲はll'MG，ヨットの写真展をは

じめ週ごとの展示を主体とした催し

が行われます。

又．会場中央には「魚のふれあい
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フリート紹介一 関東支部

熱海伊東フリートの巻
1990年5月よりNORC関東支部

に14番目の新フリート，熱海伊東フ

某が，ケッチから身の程を知らずに

IORに転向中，そのうち熱もさめ

我が身の限界を知り，また2本マス

トに戻るでしょう）。また同じ熱海

で7月開催のアジロミーティング。

これは南謝毎網代より初島を廻る楽

しいファミリーレースです。

伊東では,H本ヨシ|､の発生の

地，また最初に国産ヨットとしてス

クーナーを帆走させた三浦安針

（ウィリアム・アダ、ムス，徳川幕府

巾)'L走師南）をしのぶ安針祭のハイラ

イト，安針祭ヨツトレースが8)lの

第1H曜に毎年行われます。

つぎにメンバーを紹介しましょう。

フラッグシッフ。“ラッキーレ

ディ”（高井46)。最近のNORC

所属艇て靜－番の出しゃばり。その艇

跡は太平洋を縦横に走り，3万マイ

ルというロンク守レーサーとしての実

績はあるが，何故か成績は今いちで

す。今年もグアムレース，それに続

いてもう一度赤道を越えてオース|、

ラリア，メルボルンへ向い，来年の

タ､ブルハンド．ヤマハカッフ･へ卿は域

予定です。

“プロパガンダ'，（ファ-40)。今

年からニュージーランドより移籍

1988ワントンカツフ･,'87アドミラ

ルズカッフ｡の覇者です。オーナー石

渡一夫氏は今年のケンウッドカッフ。

をねらいます。只今相模湾でニュー

ジーランドクルーと猛特訓|中。

“サウスウインド”（ヤマハ30)。

燕毎マリーナオーナーの小林旭氏所

有。熱海マリーナは，南熱海の小山

にあり現在モーターボートの保管が

主となっていますが，拡張計画があ

り，将来係留600艇を越えるハー

バーとなる可能性を秘めています。

“クリスターラ”（バルテック35)。

今年4月進水したIMS艇。オー

ナーの堀内氏はガラスエ芸家でニッ

ポンカッフ･のクリスタルトロフィー

の作家としても活躍中。

“英・ノ､ナブサ”（ベオ､トウ26)。

オーナー巾旧医師。詳晦ヨシ|､協会

長艇で我々の良き理解者です。

“レデイアヤ”（ベオ､|､ウ430)。小

崎登男氏。何故か香港籍。5月611

四国室戸三崎沖で大破，何とか徳島

ケンチョピアに辿りつき次の艇を物

色中。コリナイ面々です。

他に伊東マリーナーから数艇，只

今NORCに登録中といいます。ま

だまだ小さなフリートて験すが，将来

は大ﾌﾘｰ|､になる様新入艇，会

員募集中で､す。

11月初旬には発足記念レース、

パーティを行なう予定です。乞征岬

侍，謝毎，伊東の夜1

フリートキャプテン稲葉文則

リートが発足しました。

熱海，伊東はクルーザーヨットの

メッカ，相模湾，三浦半島の対岸に

面し，従来よりクルーザーヨットの

寄港地に利用され，またレースの目

的地として役立ってきた地域で､す。

へでも燕毎はジャパンカッフ｡の開催
地として6年間,NORCのメン

バーには親しまれてきた街て鹸す。今

までNORCのフリートのなかった

ことが信じられない方もいるかも知

れませんが，ここにきてようやくそ

の気運が盛りあがり新フリート誕生

となりました。まだ所属艇は少ない

のて､､すが，近年のウォーターフロン

ト開発で，大規模な伊東ヨットハー

バー計画や，熱海コースタルリゾー

ト計画が陽の目を見てきた様ｲ･て愈，

将来が楽しみな当フリー|､て､､す。

今までは地元のヨットマンがロー

カル的にユニークなヨシ|､レースを

企画，かなりの好評を頂いています

その一つは，「熱海ケシチミーティ

ヘグ，クルージング大集合」て､､す。
最大60艇の参加艇があり，レースの

あとは港の中にイルミオ､－ションパ

レードで華をそえたり，楽しい企画

で第71111まで続いたのですが，近年

は御無沙汰しております。（主催者

A
謬弓

ｑ
１
・
Ｂ
Ｂ

左より“ラッキーレディ”稲葉オーナー,“プロパガンダ，石渡オーナー，今年の

ケンウッド・カップで同艇のヘルムスマンを務めるリチャード・ドットソン(NZ)

長くジャパンカッブの舞台となっ

た熱海港。手前は“レディアヤ”



0F応HORf 20

『第10回沖縄一東京レース｣の報告本部咋難
1972年（昭和47年）に沖縄の働吊

を記念して第1回目が行われた『沖

縄一東京レース』が今年第10回目を

迎えたのであるが，エントリー4艇

の内3艇がエントリーを取消し，実

質的に1艇のみではレースが成立し

ないとの判断をせざるを得なくなり

取り止めとなった。誠に残念であっ

た。

4月10日の連絡会では沖縄支部か

ら“トレジヤー（デヘラー36）”高

良英明オーナーと“エクセルーザー

II(ファースト375)''金城稔オー

ナーの2艇がIMSクラスて騨参加を

表明し,IORクラスには東海支部

の“ナチX世（横lll41)"二村w召治

オーナー及び“風見鶏（高井43）”

榊正寛オーナーの2艇がエントリー

を行い，参加艇は少ないものの第10

111目のレースは成立するものと確信

していた。しかし，その後“ナチX

世”以外の艇から出走を取り止める

との』雲各が入り，レースがスタート

出来るのかどうか危ぶまれ始めた。

“ナチX世”は今回のレースに賭

ける意気込みは高く，準備万端整え

4月19日名古屋を出港した。l艇だ

けではレースが成立しないと云う認

識はしてもらったものの，とにかく

沖縄までは行くとの意志は堅かった

のである。“ナチX世”グループは

『沖縄レース』．『小笠原レース」の

大のファンであり，オーシャンゴー

イングのレースをこよなく愛するクﾞ

ループである。今回“ナチX世”

が最後まで､レース成立をあきらめず

に沖縄まで､回航したことは，外洋

レースが衰退している現今の戯朝に

対する大きな問題提起として受けと

めたい。

参考迄に過去の「沖縄レース」，

『小笠原レース』の参加艇数を調べ

てみると以下の通りである。

沖縄レース

第1同（1972）12艇

第2回(1974)17艇

第3回(1976)13"

第4回（1978）27艇

第5回（1980）21艇

第6回(1982)17挺

第7回(1984)13艇

第8回(1986)8艇

第9回（1988）4艇

小笠原レース

第1回(1979)18艇

第2回(1981)12艇

第3回（1983）9艇

第41ill(1985)9艇

第5回（1987）9艇

特別(1988)10艇

第6回(1989)5艇

何故，外洋のレースが人気がな

く，参加艇が少ないのか真剣に考え

てみる必要がある。原因には色々考

えられる。艇の問題休暇の問題，

時期の問題．魅力の問題等々……。

確かにレースの多様化，遊びの多様

化は時代の流れかも知れない。しか

し，外洋レースを通して海にロマン

を求める我々 としては，ただ11奥いて

ばかりいるわけにはいかない。

今回のレース委員長をお願いした

並木理事、坂西レース委員と私の3

人は地元関係団体への挨拶もあり予

定通り沖縄へ行った。4月27n"ナ

チX世”は宜野湾マリーナに入って

いた。4月28日15:00より予定の艇

長会議が反省会，今後の立て直しの

検討会となった。

本部から、レース委員長の並木

氏レース委員の坂西氏と私。支部

から，支部長の城間氏，理事の東江

氏、ルール委員の保井氏，計測の高

江須氏，広報のi封寸氏，事務局の識

名氏，＃脾氏，‘‘エクセルーザII"

の儀間氏“ナチX世，､の二村氏，

近藤氏が参加した。本部の立場，支

部の立場参加者の立場．それぞれ

の立場で自由な意見を交換した。総

じて前向きであり、次回へ向けての

建設的な意見が多かった。次回は2

年後て､あり，沖縄復帰20周年に当た

る。ぜひ成功させたい。

関係各署，団体，マスコミもぜひ

とも続行に協力したいとの申し1111を

受けている。大いに力づけられた。

まとめてみると，

開催時期の問題

スタートを三崎にしてみたらどうか

スポンサーをとれないだろうか

告示，PRを早くする

カテゴリーの見直し

沖縄でシリーズレースを行ったらど

うか

準備にはもっと時間をかけるへ
他

いずれも今後の検討を要するもの

ばかりであるが，参加しやすい．楽

しいレースにするために皆て智恵を

出し合い、努力することを申し合わ

せた。

木部としては出された意見を謙虚

に受けとめ，帆走委員会をはじめ各

専門委員会とも計りながら次回の沖

縄夏帰20周年の特別レースを成功さ

せたいと考えている。

新事務局員紹介
5月10Hjg

÷
り，相馬稚利

氏がNORC

本部新事務局

員として加わ

rりました。

氏は昭和24年5月29H生まれの

41才。出身は神奈川県。早大文学

部卒業で､す。クルーザー歴はあり

ませんが、ディンギー（主にレー

ザー）歴は20年のベテランです。

「レーティング、無線については

まったく知識がないので勉強中で

す。早く仕事に憤れて、会員の皆

様のお役に立ちたいと思います｡

どうぞお手やわらかにお願いしま

す」と抱負を語っています｡皆様、

どうぞよろしくお願いします。
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第31回鳥羽パールレースヘのお誘い
本部帆走委員会

本年度鳥羽パールレースは以下の要領て､､行います。ふ上は会員であること。

るってご参加下さい。尚，鳥羽における泊地に関する詳参加料：出艇料l艇6,000円

細につきましては関東及び東海支部て繍の連絡会議で説明（申込締切までに納入して下さい）

致します。艇長もしくは代理人の方は必ず出席して下さ乗員参加料会員1名2,500円

い･非会員及び会費未納者5,500円

スタート日時:15才未満2,500円

Aコース7月27日(金)12:00(II｣艇申告時に納入して下さい）

Bコース7月27日(f)12:20参加申込:6月29H(金)18:30まて､､に所定の申込用紙に

タイムlノミツト：7月29日(日)18：00必要事項を記入し(東海支部へはハガキて鹸)，

コース:!'l艇料を添えてNORC本部またはNORC

へAコース烏羽→神津島（反H糯十）→三崎港(180M)東海支部事務局(052-971-5835)にお申し込
Bコース鳥羽→三崎港(150Mみ下さい。

参加資格出艇申告：7月26日嗣10:30～15:00(時間厳守）

Aコース： 舩望海楼

1)IORもしくはJORの有効なレーティングを所有提出書類:!II艇I-|I告耆(2部),会員証のコピー,NOR

し,ORC－Ⅲ以上及びNORC-B以上の安全検C安全検査証コピー

査に合格しているクラスI～VIの艇乗員について但し，クルーザーレーテイングクラスはNORC安全

は，レーティンク証琴己載の人数十2以内で､，小型検査証に代えて小型船舶安全検査証（沿海区域以上）

舟舗H安全検査以内とする。コピーと特別安全備品積載申告書を提出すること。

2)IMSの有効なレーティング証書を所有している腱艇長会議:7月26H"17:00～18:00

安全に関してはl)のIOR/JORと同じ。船，銅】国際ホテル

Bコース：連絡会議：東京

l)IORもしくはJORの有効なレーテイングを所有7月13II(金)18:30~

し,ORC－Ⅱ1以上及びNORC-B以上の安全検船虎ノ門パストラル「桜の間」
査に合格しているクラスI～VIIの艇。乗員について東海

は，レーティンク証毒己載の人数十2以内で､，小型7月1811(IN18:30~

船舶安全検査以内とする。船東i"会館華寿殿

~2)NORCクルーザーレーテイングを所有し，小型船＊必ずどちらかの遷各会に出席をお願いしま
舶安全検査「沿海区域」以上の検査に合格し，加えす。

て乗員分のハーオ､スおよびパラシュートフレア4本募集：烏羽レースフィニツシユ担当コミツテイ要員
を搭載している腱乗員については，小型舟鯛日安全 鳥羽レース期間'l1,レース本部をお手伝いいただける

検査以内とする。 方を大募集します。交通費，食事，宿泊，記念Tシャツ

A,Bコース共通を支給します。150パイからのフイニッシユはまさに圧

NORCの登f剥挺または会友艇て穣あり，艇長はNO巻としか言い様がありません。詳細につきましては,N

RCの会員であること。ORC事務局相馬宛お問い合わせ下さい｡(03-504-1911)
乗員数は4名以上であること。また，乗組員の％以

ジャズ］を行う予定。

レース終了後は例年通りケンチョ

ピアで表彰式，パーティを行い，阿

波踊りに繰り出す。詳しい問い合わ

せは下記まで。

徳島ヨットクラブ：徳島市万代町

ヨット通りシーマンライク内

1blO886-25-3706

’阿波踊りヨヅトレース；日程を＝日繰ﾂト 一ス り上げ

真夏のお祭りレースとして人気の

「シャロンインターナショナルカッ

プ阿皮踊りヨットレース』は，例

年8月14日に行われていたが，今年

は日程を一日繰り上げ8月13日に行

うことになった。

第18回目を迎えるため，荊職軸を

打ち出すために一日早くしたもの

で､，参加艇は小松島港の小松島海上

保安音臓に集結，8月12日の夕刻同

港でトランペッターの日野皓正を招

いて，前夜祭として「真夏の夜の



220F応HORE

FJ

l
r

’

、

、〆

』

「

猟
咽
ヴ

，
》 血‘鷺

γ
』
．一

一

却
趣７ 1

今金
‐
一
瞬
鴫
糎

一

ざ『 二
一

『
｝

》
一

第巴回SPRINGCUPIN
参加艇数は昨年の51艇を上回り，

クルーザー67艇ディンギー50艇と

なり，遠来組は須磨YC・笠岡Y

C.四国は前回優勝のKCYC,地

元ではNORC岡山,OSCとなり

ました。

前夜祭は，4月7H(封定刻の午後

7時には,210余名のセーラーが集

い，早くもオフェンス・ディフェン

スとかけ引き（陸上レガッタ）が始

まり，賑やかに予定時間を大幅に延

長し，午後11時を過ぎても終わら恋

い盛大さで､した。

8日午前2時に第1波の低気圧の

肌1国通過が始まり，高松では風速3

5～40KtとKCYC事務局からの第

1報があったが，宝伝沖の計測では

風速10Ktでした。

午前4時に第2波の低気圧が山陰

通過，宝伝沖の最大風速が36Ktとな

り，朝方の回航艇が心配で無線及び

電話等で，各クラブ，各ハーバーの

責任者と連絡，協議'|~&収集に務

めました。

出艇受付が始まっても風は弱まら

ず大会役員は協議を重ね，とりあえ

ず午前7時30分に各艇長にスタート

の延期を通達し，本部艇(Y-33)

渡し，クルーザーレースを共に観戦

しながら次回ヨットレースでの再会

を誓いあいました。

午後1時20分頃に早くもトップ。集

団は第3レグを，2ポイントリー

フ．スピンランで豪快にNo.3マーク

に向けて快走，その頃は平均風速1

6～20Ktとやや強めになり荒波を乗

り切って,"PENELOPEII''

植松艇長（須磨YC)が，レース

コース20Mを走破し午後1時59分ラム
秒ファーストホームを見事に決め

した。

続々とフィニッシュしたセーラー

の顔に，潮の結晶を真っ白に着け，

疲れた様子もなく荒海を乗り切った

満足感が満ちあふれ，表彰式の司会

の声も，参加者の話し声にともすれ

ば消されがちな興奮の中て盛大に表

彰式を行いました。

ディンギーレースは中止したもの

のクルーザーレースが成立出来まし

たことは一重に，後援．協賛又荒海

の中警戒艇（岡山マリンハムクラ

フツを勤めて頂いた皆様の，ご協力

と，ご指導のおかげと，クラブ員一

同感謝致しております。

宝伝YC会長

をスタート位置に出し15分置きに風

速気圧を陸上本部に報告させる一

方で，気象庁には30分置きにコンタ

クトしたおかげで，第3波の低気圧

通過をﾛ匿忍できました。

その時，高松のKCYC所属の

“セーラーズII''艇長渡辺氏,"波子

町"艇長富井氏より宝伝へ向け回航

中との無線連絡があり，本部役員一
つ卵もと了>

同さすが海の‘‘強者"と感'葵しきり1

午前8時,風も14～18Ktに弱まっ

て来たので，8時30分に艇長会議を

開き各艇長の英断で，出艇届，出艇

取消しなどして頂き，定刻1時間遅

れの10時スタートと決定致しました。

各艇1ポイントリーフ.No.2ゼノ

アで強風．荒波をついて豪快なス

タートを切って行きました（出艇数

35艇)。コミッテイは警戒艇として

パワーポート11隻を配し，無線て連

絡を取りながらレース艇の伴走を務

め安全を図りました。トップ｡グルー

プ｡は強風の中，早々とスピンランに

移り後続艇もこれに習い荒波の海上

にスピンの花が咲きました。

大会本部では午前10時30分ディン

ギーレースについて協議の結果，中

止を決定し各艇長に伝え参加賞をお
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第巳回スプリングカップイン宝伝成績表

No.艇名艇種所属ｸﾗ名
ﾛ星一"一三吋■ムレー哩■＝

lﾏｰﾏﾚｰﾄﾞDP-30須磨Y.C
21ZUMOY-30SⅡ須磨Y・C
3PENELOPEIYR-30須磨Y.C
4海波風ⅣY-25ML
5アルカードY-21CHSC

6ｼｰﾘｰズⅡY-30S倉敷Y，C
7ｻﾝｼｬｲﾝⅡパｲｵﾆｱ9NORC岡山
8洋々ｷｬﾅﾙ30HSC
9甲滝Ⅷ横山30C須磨Y.C
10SALLYY-26SSMOヨットS.C

艇長名 所要時間 修正時間順位総合順位

3．38'59''1313
2｡58'16"22

2．56'29'′1l

TCF

″
″
〃

″
〃

８
９
４
Ｏ
９

Ｂ
２
５
Ｆ
Ｆ
Ｆ
３
Ｆ
凶
Ｃ

岨
昭
弱
Ｎ
Ｎ
Ｎ
弱
Ｎ
吃
Ｎ

５
ｒ
ざ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
ｒ
Ｄ
ｒ
Ｄ

６
２
７
３
０
５
７
０
５
５

３
２
５
４
５
１
３
１
１
８

２
３
３
８
５
３
２
９
３
８

７
７
７
６
６
７
７
６
７
６

争
凸
■
①
■
。
●
凸
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

－
磁
量
義
雄
夫
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第巳回第一級海上特殊無線技士講 会習

して，「国際無線電話級の講習なら

福岡の玄海支部に連絡を」と，無線

関係の業者にも印象づけていきたい

と思います。

電監や本部の鈴木通信委員長のご

協力て穣開局させて戴いたこの立派な

海岸局です。そして玄海支部の大事

な財産でもあり，船舶局が増えたら

メンバー制にし，近い将来通信士一
常駐させる位にしなくてはならない

と思います。福岡の免許保持者の皆

さん1頭の体操を兼ねて，来年あた

り団体で通信士の国家試験を受けに

いきませんか？玄海支部片倉静江

平成2年5月1日から，従来の国

際無線電話級は『第一級海上特殊無

線技士」に改正されました。「甲』は

第二級になり，戦前，戦中派には懐

かしい乙，丙，丁等の漢字も消えて

しまいちょっぴり淋しいです。しか

し，この漢字はヤングには嫌われて

いる様ですね。講習期間が長いとい

う理由でなかなか受講生が集まら

ず，2月に一回お流れになり，その

時『甲』に切り替えたら？というお

話がで､ました。既に申し込んで､いた

数人に聞いてみましたら，「甲では

受講する気がしない，英語の講習が

長くてもいい，チャンオ､ル71だけで

はつまらない，他のチャンオ､ルも是

非使用したい，なにがなんて､も国際

ですよ」と言われ，又国際に戻し募

集しなおしました。

第2回の講習会は，去る3月12日

から29日迄開きました。一昨年の昭

和63年に第1回をやりましたが，

オークランドー福岡ヨットレースス

タート数ヶ月前だったこともあって

45名も集まり，地方でこんなに集

まったのは初めてだったそうです。

たしか監査もついでにと，初日に本

省から何人かいらっしゃってました。

今回は残念無念，前回の半分以下

の受講生て苦労しました。この国際

無線電話は，40名をﾒ嫁とした費用

が最低限になっていますので，担当

者の胃袋はチクチク痛みっぱなしで

す。やはり，かなI)余裕を持って募

集すべきて､した。

でも2回も担当すれば講習会の運

営(?)等のノウハウもすっかりわか

り，講師が，「チェックしてあげま

しょうか？」と心配される程かなり

ややこしい受講生の免許申請書の清

書も楽しみのひとつになる程です。

今回が2年目に当たりましたので，

今後支部としては，2年おきに定期

的に開講できる様にもっていき，そ

＝

~ず;
一

』
二

屯－1ﾐ
ﾋ壷

弓亡

＞面
冒屋

畠

会場となった船員厚生会館で，熱心に講議を聴く受講生たち

|ケンウッ ツブ参加艇の方へ′’ド 艇力安
い
航
空
券
と
ホ
テ
ル

12B｡000より
八ワイ
1人 ワ

東京発ユナイテツド航空使用Yｸﾗｽ他にC･Fｸﾗｽあり
但し日付により値段変更があります。詳しくはご一報下さい。

サザンクロスツーリスト(株）

B03-卯7-3781（|日社名プラスワントラベル(株)）

東京都新宿区西新宿7－'0－'7
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と、濡れたデッキでも素lII1iしいトラクション(グリ･ソプ)を

'|;む尖らかめのﾗパｰの2祁赦から作られる帳頼性の

IM.fiいトラクションの秘密は細かいレザーカ･ｿﾄのサイブと

チャンネルにあります。

,1.Ji性能と服きやすさを追求して/lまれたハーケンのオー

ールレザーボートシューズ｢チタニウム｣｡USjl姉.fiの11;1,1

髄を誇る采かいなめし皮、「ハイドロベル｣を使った｢チ

タニウムシューズ｣はﾉﾄ､ボートシューズのトレンドセ､ソタ

ーになった｡よく鰊えられて､シIノコンⅢ|:され樅ﾉk'ド'3を

,1.fiめたﾚサー で｢ﾁﾀﾆｳﾑ｣は雌尚の肋ﾉk'i'|i能を確

保している｡｢チタニウム｣だけが使っているハイドロベル

レザーはﾉkの吸収を雌小阪に11．め､X1ⅡI哩も繰り返し

ﾉkにさらされたあとでも｢チタニウム｣はしなやかさを失

わず､iIII復時間すらｲ《必喫でいつ暗いても1ilﾔに手袋の

ようなやわらかさを保っています｡特製のソール｢ウェー

ブ．ライダー｣はt踏まずと爪先と､かかとを支えるラバー

H2000

メンズはホワイト地十ブルー

イト地十ﾚｯド･ピンク/ホワイト地+グレイ

￥11800

ハーケンジャパン株式会社〒662西宮市西宮浜2-21-9TELO798(22)2520
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権シリーズ1990

）（
"力ラス”

llCharChan''

GlRIPPLEIII"
写真／和田ヒロシ，関東支音砿報委員会

I

本年度で13回を迎えたフリート対

抗レースは,BMWTOKYOCUP関

東外洋ヨット選手権として，5月12

日より27日の日程で開催された。こ

のレースは同一フリートに属する3

艇をもって構成されるチーム対抗の

レースであり，関東のレースボーヘ

にとっては秋のジャパンカッフ。にし、

ぐ，本格的なシリーズ・レースであ

る。今年は7チーム，23艇の参加が

あり，特に新艇となった“海太朗

V''(Farr44),ワントンカッフ。を

制した“プロパガンダ”の参加が話

題となった。

シリーズの初日，5月12日には，

第一レースとしてインショアの三角

レースが行われた。コンディション

は天候曇り，3～4ズほどの軽風。

コースはオリンピック＋ソーセージ

である。下有利のスタートラインか

ら一番で飛び出していった“海太朗

V"は全てのマークをトップ。で1n1

航，修正でも1位で圧倒的な速さを

見せつけた。修正2位"BOY",

3位“カラス”・レース途中，風へ

5叉位まで上がり安定し，またコー

スが長いこともあって典型的な大型

艇有利の条件となり，5位までを大

型艇力ざ独占する結果となった。

続く第2レースは同12日17時30分

スタートの初島レース（得点係数1.

5倍)。風はそれほどなく，明け方中

小型艇がよい風を受けてフィニッ

シュしてきた力ざ，やはり修正1位は

“海太朗V''｡2位にG･BOY",

3位にはハーフトンの“青波行”と

続いた。

第3レースは翌週の5月19日。朝

から30ノットを越える風が吹き，天

候も悪い。潮の影響もあってか，ス

タート時刻あたりから波もかなり高

くなってきた。第1，2レースと

ノ

'） 込

鴬
『

ｙ
ｆ
ｒ
Ｊ

艇別一位でポイント・ゲッター賞を受賞した油壺Bチームの“カラス

I
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コンスタントに得点を稼いだ@.RIPPLEIII"(艇別3位）
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最終の大島レースで修正一位となった,,CharChan''(艇別4位）
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トップを走っていた“海太朗V"

だったが，スタート直後，突然の

ディスマスト。残念ながらその後の

レース復帰はならず，緒戦を飾るこ

とはできなかった。レースの方はサ

バイバルケームの様相を呈し，サイ

ドマークの中小型艇などは大ブロー

チング大会。上位の大型艇でもスピ

ンをあげず，ジャイブではなくタッ

クでマークをかわした艇もあったよ

うだ。修正では1位“カラス”だっ

たが，小型艇が予想外に健闘し，2

位，3位にはハーフトンの“再見

(DIAMOND)"と"RIPPLE

III"がそれぞれ入った。トラブル艇

へ5,6隻にも達した。
翌20日もインショアの第4レース。

昨日とはうって変った好天気で風も

5～6％という絶好のコンテ．イショ

ン｡スタートラインは下有利に設定

され,また潮の影響で多くの艇が上

り切れないことを見越した"カラス，’

は,最も下のスターボード艇とアウ

ターの間ｶゴ10mほどしかないところ

を鮮やかなポートスタートでライン

を突っ切っていった。“カラス”はそ

の勢いを保ち着実にリードを拡げ，

第3レースに引き続きこのレースの

修正1位を奪った。2位は&@BO

Y",3位はスリークォーターの"S

UMMERKNOWS''。

このレースは，オリンピック＋

ソーセージで27マイルというかなり

へ､ｺー ｽ｡風は安定し,走りがい

のあるよいコースであることは誰も

カゴ認めた力ざ，やはりハンディキャッ

プの点からすると，小型艇には分の

ないコースだとの意見も出ていたよ

うである。

4レースを終った時点で，強敵の

“海太朗V"が職線から離脱した

ため，“カラス”が他艇をリード。

残りの第5レースでよほどのことが

なければ優勝は確実と思われた。2

位には"BOY'',"HALFT

IME","RIPPLEIII"が

並び，チームでは油壺Bカゴトップに

立った。

シリーズ最後の第5レースは，今

年で40回目を迎える伝統の大島レー

ス（葉山一初島一大島一葉山，反時

計まわり）。得点は2倍になる。5

月26日，午前11時，微風のスタート．

このレースは初島から上りのレグ，

大島へのアプローチが勝負を決めた‘

セカンド・グループ。の一部は思いき

り大島内側へつっかけ，島の影響に

よる東へのシフトで先行する大型艇

に迫った。大島lI1航後，一時風も上

がったが,"CharChan"

@｡SERENDIPITYV"は

離されることなく修正1，2位。注

目の“カラス”はｲ|多正3位に入り．

シリーズ総合の艇別1位となった。

チーム別では同じく艇別で3位の

"CharChan'',4位の

"RIPPLEIII"を擁する油壺

Bが優勝に輝いた。（成績llP)

J

，』,ルー
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凸野
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鳶．

艇別で2位に喰い込んだ"HALFTIME"(左）

|

"海太朗V''は第3レースでディスマスト

第40回大島レースはシリーズ第5戦を兼ねた

燕
蕊
鑿

|990RCCミッドサマーフェステイバル

ヒロシマカップ宮島ヨットレース開催要項
主催/NORC西内海支部広島フリート

共催／株式会社中国放送（通称RCC)

スケジュール／7月28日出安芸グランドホテル

18:00艇長会議

19:00前夜祭「思いきりオシャレパー

ティ」多彩なアトラクション等

7月29日(日）

10:00レーススタート宮島大鳥居前

15:00タイムリミット

16:00表彰式安芸グランドホテル

レース海域／宮島大烏居～宮島水道

参加資格／クルーザーヨット全般（但し法定検査済の艇

でレース委員会の認可艇）

参加艇数／先着100艇

申込．間合先／広島市西上天満町3-19-203㈲サトー内

'IblO82-295-4501FAXO82-231-5231

〒733

参加料／レース出艇料…1艇5,000円

前夜祭……･･…･男性5,000円

女性3,000円

クラス区分／レーシングクラス

クルージングクラス
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須磨Y.C｡S. ■ シアトルY｡C.

WZe5MZ4KARABIWERegα〃a

レーニア山に向けてのスピンラン

一コ

r

皇■〆佃

米国ワシントン州シアトルでは，わが須磨YCとの‘回列の親善レガックでFDクラスのジヨナサン･マ

毎年5月の第1週にポートシーズン

の幕明けを飾るオープニング・デイ

の式典と壮大なポートパレードが行

われる。このパレードは規模・内容

ともに素晴らしく一見の価値あり，

と思われるが，それはさておき，こ

れに先がけシアトルヨットクラブ

（以下YCと略す）では4月30日～

5月2日にかけて姉妹クラブである

シアトルヨットクラブのクラブハウス

タ『第51i'1タカラブオ､・レガッタ』

が行われた。

1982年に始められ，今回で5回目

となるこの行事はシアトルと神戸の

姉妹都市関係を深めるとともに，友

情を養い，2国間の異なった生活や

文化を理解するという目標を分かち

合うことを目的とし，さらにレース

を通じて，日米両チームのセーリン

グ技術・精神の向上を促進する意図

も合わせ持っている。

シアトルYCは西海岸でも有数の

名門YCで,98年の歴史を持ち,2

千名のメンバーを有している｡又，

数々の名セイラーを輩しており,最

近ではロスアンゼルス・オリンピッ

キーとカール･バッカン(金メダル）

と，スタークラスのこ､ル･バッカン

(金メタ､ル)，ソウルオリンピックで

は470クラスでチャーリー・マツ

キー（銅メタ､ル）などが活躍してき

た。もちろん大型艇の分野て甑も数々

の名艇を生み出したクラブである。

これに対し，須磨YCは12年前に

設立され，メンバーが約400名の

ローカル産クラブにすぎない。この

ローカルなクラブが，名門シアトル

YCと姉妹クラブ（聞くところによ

ると姉妹クラブとは，クラブ間のつ

ながりで最も緊密な関係であるらし

い）という光栄な立場になれたの

は，ひとつには前述した如くシアト
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艇別優勝艇スキッパー,B・トーマス(左端）

ル・神戸の姉妹都市関係が幸いした

ことと，須磨YCの名誉顧問で現N

ORCの副会長である秋田博正氏の

ご助力に負うところが大きい。氏は

この関係を結んだ立役者であるだけ

でなく，この行事がシアトルで行わ

へる度に我々 に同行し，この関係が

ドJ滑に続くよう努力して頂き大変感

謝致しております。ともあれ，一担

締結した関係をより良い状態で持続

させるようクラブを上げて奮闘努力

しているというのが現状です。

今回の訪問団はレーサー21名，オ

ブザーバー35名からなる大所帯で，

レーサーはホームステイ，オブザー

バーについては宿泊設備付きのシア

トルで名門のワシントン・アスレ

ティッククラブ泊ということになっ

た。いい年をしたオッサンがホーム

ステイもないもんだが，これが存外

選手間の交流に役立ち（数名の選手

はシアトルの選手の家にホームステ

イさせて貰った），その他ホスト

ヘァミリーの家にステイさせて頂い
た選手達も，言葉の壁を乗り越え，

お互いが意志を通じ合う努力をして

親密な関係を築いていったようだb

オブザーバーとして参加した人達

も，殆んビマンツーマンのように面

倒を見て下さったシアトルYCの

方々と，ある人は旧交を暖め，初め

ての人は親交を深めシアトルて､､の滞

在を満喫したに違いない。

今回の訪問団を受け入れるに際

し，シアトルYCでは1年以上も前

から準備を始め,50～60名からなる

コミッティを組織して準備万端我々

を迎えてくれたようである。

かつて我々もシアトルYCのメン

バーを神戸に迎えるにあたり，同様
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の準備を行った経験があり，大変なだけでなく，それを培ってきたクラ

作業であることも理解している。しブの存在，意義優秀なセーラーを

かし，お互いを偶するにあたり，こ育てるジュニアのプログラム，メン

のように前向きな姿勢である限り，バーの協力等，学ぶべきことが多々

両クラブの関係も良好であり続けるある。この部分を除外して一足跳び

ことが可能で有意義なものとなるとに結果だけを期待しても虫が良すぎ

思う。るというものであるし，間違った方

100年の歴史を持つクラブから10向にも行きかねない。幸いにして，

年そこそこの歴史し力持たないクラ我々須磨YCのメンバーはシアトル

ブの学ぶことは多い。須磨YCの木YCのそれに触れ，学ぶ機会が与え

南会長は，「我々はシアトルセーられ，又この交流行事を通じて多く

ラーのセーリング技術やタクティクの友人を得，お互いの理解を深める

スを学ぶだけでなく，シアトルYCチャンスを与えられている。何を学

が組織化されてきた方法や，クラブび，何を鋤するかは我々次第であ

活動にも大いに興味がある」と述べり，何をするかも同様だも今後が楽

た。確かにセーリングに関することしみである。須磨YC永信修治

『第巳回宝船レガッタ』に参加して
神戸で開催されたレガッタでは前

回の“ウインドセーラー”の艇別優

勝など健闘が目立つが，過去2回シ

アトルに総て，我々須磨チームは上

位をすべてシアトルチームに独占さ

れていた。

3度目の渡米を前に我々“春風”

は，何とかシアトルチームの一角に

食い込みたいと考えていた。笑われ

るかもしれないが，あわよくば艇別

の優勝もと狙っていた。十分な練習

が出来たわけで､はないがクルーの

キャリアを考えれば決して無謀な目

標で､もなかったように思う。

レース前，艇上でレース運びにつ

いて打ち合わせた。後にも先にもた

だ一度のミーティングであった。練

習日は慣れないこともあり少しどた

ばたしたが，レース中はトラブルも

なくレースに集中することが出来た。

練習日を終え各艇ほとんどスピー

ドに差がないと判断し，後は艇のハ

ンドリングとコース次第で必ず上位

に食い込めると確信した。

練習日，序盤のレースで地元シア

トルチームのコースの引き方に特に

注意した。また自分たちの走ってき

たコースの風の状態についてもすべ

て記録しながらそれを生かせるチャ

ンスを待った。

－1朔
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“春風”チーム。赤冒子力筆者

第4レースでは最初のレグでフィ

ニッシュラインの下手に上りに振れ

る風のあることを思い出し，その部

分に艇を持っていった。第5レース

ではウェザーマーク回航後，先行艇

が止まっているのと左に少し風を感

じたのて､､，即ジャイブし次のマーク

への錘距離を走り先行艇をすべて

パスし2度目のファーストフ。レイス

と艇別総合2位の座を手にした。

練習不足の我々に幸いしたこと

は，5レース全て軽風から微風の中

で実施されたことだった。

“春風，艇長松井隆尚

タカラブネレガッタ成績表

順位貢蒻琵＝_とど①②③④⑤Tom“
⑪B.トーマス%%%5310%

②松井隆尚473%%15%

③S.アーチヤー2623720

③J,ウイリアム3347623

⑤巳斐健一5272824

⑥M,オブライエン6556224

⑰永信修治7464425

③池田隆8888537

写真提供〆『ヨッテイングj
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｢第曰回海の祭典」

サマーボートフェスティバル
汝水，陸上においてはディキシーバズ・ステージ」等さまざまなイベン

ンド,JAZZバンド，東京税関音卜が行われます。

『第5回海の祭典」TOP50サ

マーポートフェスティバル（主催：

『第5回海の祭典」推進協議会，東

京港開港50周年記念事業実行委員

会）として，7月20日(金)から29日（日）

まで，東京晴毎ふ頭を中心に様々な

イベントが開催されます。メインイ

ベントのひとつが'7月21日(土)に日

本で初めて，船を電飾で飾るパレー

ドと，消防艇によるパフォーマンス

放水，陸上においてはディキシーバ

ンド,JAZZバンド，東京税関音

楽隊の演奏がある「東京港・光のパ

レード」です。他には特設ステージ

の大コンサート「東京ポート・サウ

ンド・フェスティバル｣，晴海ふ

頭に色々な船が集まり一般公開さ

れる、目の見本市｣，飲物や軽い食

事を取りながら東京港の夜景とジャ

ズを楽しめる「ポートサイド．ジャ 東京港・光のパレーI

内 容jへ
体験クルーズ船ほか，大型フェリー，巡視船，測
量船潜水調査船,しゅんせつ船などの一般公開，
その他多彩な船舶が大集合します。

時間事|月日’催

7月

20日閏

29日(日）

船の見本市 9:30～16;00

オーシンガーズ22日土

ZSESSION23日来栖アン

D24日今田勝NOWI

男トリオ+MARICA26

弘武トリオ27日MARI

S28日大橋美加十松尾明

20日圏
0～1ポートサイド 19:0

蝋22日（日）

1

28日出

L

『座 皇.』．:.､趨
一.、、

irPF
･写．

_ﾆｰ,苫で_

‐．、‐．．

-,引司D－pGppDG

ジャズ・ステージ 20;3

間 ｜

瀞 序
される，迫力ある4時間耐久し

閥哩メ20日圏 パワーボート
型

序夢測
船“宗谷”が特別無料公開

鄙
21日仕）

22日(日）
"宗谷”の無料公 10:00～16:30

－＝手_一二一

トッププロスキーチーム『サイブレス

スターズオブフロリダ～』による

披露。協賛＝日本航空㈱て 上
21日(士）

22日(日）

水上スキー
27日閏

1

29日(日）

船による夜間イルミネーションパレ

船，企業協賛船，および公務艇，港

ORC会員艇等25～30隻の構成晴

は，演奏などのアトラクションを展

から進んで来る船団を華やかに迎え

、i■H:膵初の竜
〃
４
レ
ー
ｒ

主
船
。
業

ド
乍

1

1

盛吾

菖．っ1｡
21日(士） 東京港・光のパレード 19:0

蕊薙
港消防署の協力で消防艇の行進，

放水などのページェント。

隊の演奏と力ラーガーズ隊のパレ口”日(日） 水の消防ページェント 10：

各種モデル約20艇によるデモンストレーシヨン走
行

出演者：杉山清責（有料イベント）

⑥ブリ､ソプサイド03-770-8899

圏
臼
日
日
７
８
２
２ 水上オートバイ 13:00～16:00

東京ポート・

サウンド・フェスティバル
29日(日） 19:00～21：00

会場：『“宗谷”無料公開｣は船の科学館前，27日～29日の｢水上スキー』はお台場海浜公園，他の催事はすべて晴海ふ

頭で行われます。なお『東京港･光のパレード｣はお台場海浜公園13号地公園船の科学館前からもご覧になれます。

問い合わせ先:TOP50事務局E|03(532)5563
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1990BESTYACHTOFTHEYEAR
シリーズキャンペーン開催のご案内尉I蝋

・瀞蝋r‘

｜－ｻﾝﾄﾘー 株式会社協力三-1
り，年間10戦のポイントシリーズと

なります。BYYの10戦のライン

アップ･については帆走委員会との協

議によって極力全国レベルの広がり

をもたせようとの考えから，今年度

については次の通りになりました。

第1戦コルムフリートシリーズ

（内海）3月17～3月25日

第2戦対馬レース（玄海）5月3

日～5月5日

第3戦第16回オレンジカッフ。レー

ス（内海）5月3日～5月5日

第4戦駿河湾シリーズ（駿河湾）

5月3日～5月5日

第5戦第13回BMW関東選手権シ

リーズ(関東)5月12日～5月27日

第6戦第31m烏羽パールレース

（本部）7月27日～7月28H

第7戦東海チャンピオンシリーズ

（東海）9月15日～9月16日

第8戦第8回ジヤパンカッフ｡（本

部)10月6日～10月12日

第9戦第35回神子元島レース（関

X)11月3日～11月4日

第10戦第28回小網代カップ･レース

（関東)11月23日～11月24日

上記10戦それぞれにはスポンサー

のサントリー株式会社からピール

ソフトドリンク，スポーツドリンク

がレース規模に応じ（その相当数

が）現物提供されます。

なお,10戦シリーズのポイントの

内容については現在，帆走委員会に

て検討が行われていますが，

(1)「ジャパンカッフ］出場を第一条

件とする

(2)10戦のうち『ジヤパンカツフ］を

含めた3レースを出場義務とする

(3得点係数は『ジャパンカッフ］×

2所属支部レース×0.5他支

部・本部レース×l

等々 が決定しており，詳細(ex各

レースごとの基準ポイントなど）は

近日中に発表の運びとなります。

シリーズ最高得点および上位艇に

対してはスポンサーより賞品その他

表彰が予定されています。IORf

ートの意欲的な参加をお願いします。

また,10戦に該当する支部，レー

ス委員会におかれましては事前に当

委員会との打合わせが必要ですの

で，ご連絡をお願いします。

海事思想普及委員会

関東支部広報委員会

外洋ヨットスポーツの活性化，

レース愛好者の底辺拡大を主目的

に，合わせて海事思想普及をはかる

目的で今年度からBESTYACHT

OFTHEYEARのシリーズキャン

ペーンを全国展開します。このキャ

ヘペーンは，レーススポンサーとし
ておなじみの総合飲料メーカーサン

トリー株式会社の協力によって開催

されるもので，今年は来年1991年の

本格的ﾌﾟロモーション（サントリー

の冠化の予定）の前段・う。レイヤー

として位置づけ，各種の試みをしな

がら展開していきます。

'90BESTYACHTOFTHE

YEAR(略称BYY)はNORC加

盟・登録のIORボートが対象とな

／
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今月の表紙：シアトル郊外高級住宅

の立ち並ぶ美しい海岸線をバックに行わ

れた『宝船レガッタ』。（撮影／井上雅恵、

写真提供／ヨッティンク編集部）
写真上:｢BYYシリーズ』第｜戦の『コルムフリートシリーズ』。下左：第5戦『BMW関東選手権

シリーズ』。下右：各レースのパーティて夫人気のサントリービール
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ﾖｯﾄ，ﾓーﾀーボーﾄ総合保険
東京海上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社
お問合せ先：会員代理店またはNORC保険デスク(フリーダイヤル0120-024-410)


